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日本共産党和束支部は上記の見解を発表しました。
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岸田政権は、敵基地攻撃のためのミサイル
保管庫を精華町の祝園分屯地に新設し、核攻
撃にも備えた大久保基地などの「シェルター
化」を計画しています。

相手国から最優先の攻撃対象になる弾薬庫
や、日本が戦場になることを想定した対策に、
数兆円のも税金を投入しようとしています。
絶対に許してはなりません。

町議７期。田辺高校、花園大学文学部史学科卒。宇治共同作
業所などに勤務。子育てサロンスタッフ19年。コーラスグループ所属。町ボラン
ティア連絡協議会監事。和束小・中学校PTA会長、南陽高校PTA役員を歴任。

おかもと 正意



議会での論戦、実態告発とともに、他の議員、地
域の方と協力し値上げ反対の署名に取り組みまし
た。値上げは強行されましたが、１４００筆を超
える署名を力に議会で要求。水道基本料金の免除
を実施させることができました。

お茶の霜被害対策

○町独自の農家への支援金、肥料代
補助の実施

くらし応援

○保育料の完全無償化
○高校生通学補助の拡充（半額⇒２/３）
○学童保育料の軽減（月７０００円⇒月５０００円）
○通学路の安全対策（和中バス停前横断歩道手前の表示等）
○地域の町道整備の推進
○小学校に災害用のマンホールトイレ設置。

私のお約束

政府に消費税減税・インボイス中止、肥料高騰分の補填
を求めます。水道基本料金免除の再実施、下水道・汲み取
り料金軽減、商品券の再配布、燃油補助、国保税引き下げ
など、町独自の対策を直ちに。

コロナの無料検査の再開、地域での医療体制を維持強化
し命を守ります。

①物価高騰・コロナ禍から住民を守る

②若い世代の定住促進・子育て支援の拡充

空き家の活用と、公的住宅の整備

義務教育費や学童保育料、子どもの国保税の無償化、学
生等の年代への医療費補助拡充、保育所への看護師配置、
学童指導員の正職配置をすすめます

学生への給付型奨学金の拡充、下宿生への日用品、食糧
品の支援実施

専門職の正職配置や荒廃農地の利活用、地産地消のエネ
ルギーの取組みで雇用創出

③高齢者が安心して暮らせるまちづくり

④便利で使いやすい公共交通整備

国の責任で路線バスの維持を求めます。「ワヅカ―」
を使いやすく改善します。

高校生の通学費をはじめ交通費を軽減します。

生活道路の改修、安全対策を進めます

国に年金増額、介護や医療の負担軽減を求めます。

介護保険料の引き下げ、小規模多機能型施設、安心サポー
トハウスなど地域サービス整備を進めます。保健福祉の専
門職を増やします。

シルバー人材センターを整備します。

⑤お茶、農業を守り、環境対策を進めます

価格や所得の保障を国や府に求めるとともに、町独自の
支援を強化し、和束のお茶を守ります。

農地や山林の荒廃を防ぎ、農産物の地産地消を進めます。

生ごみの堆肥化や豊かな自然を生かした再生可能エネル
ギーを進めます。

省エネ、再エネ住宅改修助成制度の創設で環境対策と地
域経済の循環を

岡本議員は毎議会で欠かさず一般質問を行い、国
への意見書を提案。暮らしや福祉、地域の声を反
映してきました。コロナ禍、茶の霜被害、物価高
騰などの実態と要望を迅速に伝え、具体化を求め
る申入れを町長に十数回行い、より早く暮らしと
生業にとどく支援を実施させてきました。国会議
員、府会議員と連携し国や府にも要望しています。

コロナ対策

○無料のPCR・抗原検査の実施、発熱外来の開設
○福祉・介護現場などでの定期検査
○独自給付金の支給
（農家や商工業者、大学・専門学生など）
○新生児への給付金、インフルエンザ補助の拡充
（中学生まで全額補助へ）

物価高騰対策

○水道料基本料金の減免
○３度の生活応援商品券配布
○農家への肥料代補助の実施

⑥大軍拡・大増税から住民の命と暮らしを守る

国の大軍拡・大増税に反対、憲法9条を生かした外交を
すすめます

自衛隊への18歳、22歳名簿の提出の中止を求めます。
個人情報の提出に意思確認を。

住民負担につながることにはきっぱり中止を求めます。

日本共産党・町会議員

住民の要望を町長に直接伝える岡本議員

横断歩道を知らせる表示が実現
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